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■ 第 1 号議案： 第 1 期活動報告の承認の件

学 習 会

懇 親 会

そ の 他

活動再開後の当期は、当初「学生会湘南支部の活動再開に向けて」において定められたとおり、
オンライン学習会のみ 24 回（累計 72 時間）開講しました。延べ参加者数は計 1,021 名、平均
参加者数は約 42.54 名。中央大学出身の先生方をお招きして、各科目「最初から最後まで」の
体系的な授業を追求するという取り組みは、新入生・初学者から「学びの継続」の卒業生まで
一定の評価を得たものと考えております。一方で、一部の科目では 8 回（累計 24 時間）でも
時間の不足感があり、次回開講時の課題となりました。開講方式は、終日（午前・午後）開講
のみであり、曜日別では、土曜日が 8 回、日曜日が 8 回、祝日が 8 回となりました。

オンライン学習会のみ開講したこともあり、当支部として当期は懇親会の開催を見送りました。
近隣在住の支部員の皆さまは、協力関係にある県内の学生会横浜支部・神奈川支部が開催する
懇親会に参加されているという認識です。懇親会の前提ともなる対面授業方式の学習会の会場
については、来期以降に向けて、横浜市・川崎市・東京都内などからも横浜＋αの所要時間と
なる大船・藤沢・茅ケ崎などの各駅の徒歩圏内の公共施設を中心に検討を進めています。

旧来の活動を 2023 年度にて休止し、2024 年度は一切の活動を行わず、当期からの活動再開に
際しては、活動再開前の支部長を監事（業務監査担当）に迎え、助成金受領用の銀行口座のみ
引き継いだものの、他は、名簿その他の個人情報を含め、原則として、引き継ぎませんでした。
活動再開後、各科目「最初から最後まで」の体系的な授業を追求するという取り組みを実現し、
それを遠隔地在住の方、妊娠中・育児中・療養中など様々な事情から対面授業方式の学習会に
参加できない方にも学習の機会として提供できたことは、県内の学生会支部の協力関係、特に
学生会横浜支部との提携による最大の成果といえます。当期、学習会に参加した支部員総数は、
活動再開年度としては異例の 132 名となりました。対外的には、善隣友好路線を基礎としつつ、
是々非々で対応しました。卒業生団体の信窓会に関しても、共に「学びの継続」という目標で
一致している組織として、互恵的な友好関係を維持できているという認識です。活動再開後の
当期の総論として、今後の活動継続に向けて安定した活動を行うことができました。
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